














　11 月２日、国見町主催の「野﨑洋光講演会」と「国見のおいしいレシピ・コンテスト」が観月台文化センターで
開かれました。
　野﨑さんは古殿町出身で、東京・南麻布で「分とく山」を開店する一方、アテネ五輪では日本代表野球チーム長
嶋監督の強い要望で総料理長に就任した経歴があります。
　講演で野﨑さんは「化学調味料を使わずに地元の新鮮な食材を食べることで免疫力が高まる。『いただきます』
と食材に感謝しながら、国見産の『自慢』を食べることが大事」と話しました。講演会の後半では、野﨑さんが考
案した国見産のゴボウとニラを使った２品を参加者全員で味わいました。
　また、午後は野﨑さんを審査委員長に「国見のおいしいレシピ・コンテスト」が開かれ、約 30 点の応募の中か
ら１次審査を通過した６団体が、自慢の料理を披露。審査の結果、「鶏ゴボウとキノコの和風キッシュ」を作った

渡 邉 恭 子 さ ん ( 桜 の 聖
母 短 期 大 学 ) が 金 賞 に
選ばれました。
　講評で野﨑さんは「そ
れぞれに工夫を凝らし
た作品。食の原点はお
母さんの知恵が詰まっ
た家庭料理。知恵は『わ
ざ』です」と話しまし
た。なお、金賞以外の
結果は次のとおり。▼
銀 賞　 椎 根 愛 由 美 ( 桜
の 聖 母 短 期 大 学 ) ▼ 銅
賞　山田安希、小黒志
穂 ( 県立相馬農業高校 )
▼努力賞　千葉弘美 ( 国
見町 )、畠山文香 ( 桜の
聖母短期大学 )、遠藤恵
美 ( 国見町）

【野﨑洋光さんのレシピ】
●ゴボウの竜田揚げ（4 人分）
材料　・たれ [ しょう油 ( 大さじ 3、酒 ( 大さじ 1)、お
ろ し シ ョ ウ ガ ( 小 さ じ 1)、 お ろ し ニ ン ニ ク ( 小 さ じ
1/2)）]…Ａ　・ゴボウ (10㎝× 3 本 )　・片栗粉 ( 適量 )　

・揚げ油 ( 適量 )
① たれを合わせておく　② ゴボウはよく洗い、皮付き
のまま縦 4 等分に切り、棒などで叩いておく　③ゴボ
ウをＡで揉む　④ ③の汁気を絞り、片栗粉をまぶし、
180℃の油で揚げる

● ニラとトマトの卵焼き (4 人分 )
材料　・[ 卵 (3 個 )、水 (50cc)、濃口しょう油 ( 小さじ
1/2)、塩 ( 小さじ 1/2)、こしょう ( 少々 )]…Ａ・　トマト ( 小
さめ 1 個 )　・ニラ (5 本 )　・サラダ油 ( 少々 )
① トマトは湯むきして、小角に切る。ニラは小口に切
る　② ボウルに A を入れ軽く溶き、①を入れ、サッと
混ぜ合わせる　③ 卵焼き器 ( 又はフライパン ) で、だし
巻卵を作る要領で巻く

【レシピコンテスト 金賞作品のレシピ】
●鶏ゴボウとキノコの和風キッシュ (4 人分 )
材料　・タルト型 ( 直径 18㎝ )　・鶏ひき肉 (100
ｇ )　・ゴボウ (60 ｇ )　・まいたけ (50 ｇ )　

・ひじき (20 ｇ )　・しょう油 ( 大さじ 1)　・バター
( 大さじ 1)　・サラダ油 ( 大さじ 1)　・卵 (2 個 )　

・生クリーム (100cc)　・チーズ (30 ｇ )
・パイシート (1 枚半～ 2 枚 )

① パイシートは解凍し、タルト型よりも大きめ
に伸ばして敷く　② ゴボウは皮をこそげ、さか
がきにして水にさらした後、水気を切る　③ ひ
じきは水で戻し、まいたけはほぐす　④ フライ
パンでサラダ油とバターを温め、ひき肉を中火
で炒め、パラパラになったらゴボウを加え、炒
める　⑤ ゴボウが透き通ってきたら、まいたけ
とひじき、しょう油を加えてさらに炒める　⑥ 
⑤をバットなどに移して冷ます。冷めたら卵と
生クリームを加え、混ぜ合わせる　⑦ パイに具
を入れ、チーズを散らす　⑧ 180℃に温めたオー
ブンで 30 分ほど焼く

地元の自慢食材を大事に
～野﨑洋光氏講演会・
　　　　レシピコンテスト～

福島県オリジナル米
“天のつぶ ”を全国に発信
東北未来がんばっぺ大使
「秋吉久美子さん」来町

　11 月５日、消費者庁の「東北未来がんばっぺ大使」を務め
る俳優の秋吉久美子さんが来町しました。
　この日の１か所目は、国見町の米の全量全袋検査場を訪れ、
検査責任者の佐藤長一さんに検査工程や結果などを熱心に尋
ねていました。
　その後、福島県オリジナル米「天のつぶ」を生産する小坂
アグリ株式会社を訪ね、天のつぶを試食しながら、朽木勝之
社長らと米の風評被害への思いを語りました。
　また、太田町長とも懇談。「福島県出身者として、福島をずっ
と応援する。福島の皆さんもそれぞれに頑張って、復興を成
し遂げてほしい」と語りました。
　この事業は、消費者庁が秋吉さんに東北未来がんばっべ大
使を委嘱し、東日本大震災で大きな被害を受けた福島、宮城、
岩手の３県の農林水産業者の思いを伝えたり、安全性をアピー
ルしたりする事業で、これまでに宮城県のイチゴ農家や岩手
県の水産業者たちとの対談を行っています。なお、福島県では、
国見町が初の訪問先です。
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第 2 回レシピコンテスト
　　　金賞作品　「根菜かりんとう」　　樋口なるみさん（桜の聖母短大）

　～素朴で、ほっとする「味」。　国見の子どもたちに食べてもらいたい「味」です～

　大根　25g、人参　25g、ごぼう 25g、かぼちゃ　60g、牛乳　大さじ１、サラダ油　適量、
　片栗粉　120g、三温糖　大さじ 3、水 50g、金ごま　大さじ 1

①ごぼうの皮をむいて切り、茹でてザルに上げて水を切る。
②かぼちゃをボイルし、つぶし、牛乳と合わせる。 
③大根、人参、ごぼうを３から 5㎜角に切り、かぼちゃと混ぜる。
④ ラップを敷いて、スプーンでとって形を一口サイズのかりんと

う型にする。
⑤ラップから取り出し、片栗粉をまぶす。
⑥ 180 度の油で揚げる。
⑦ 水と三温糖を煮詰めたものに、揚げたての根菜かりんとうを入

れてからめ、ごまをまぶす。
⑧再度、片栗粉をまぶして二度揚げし、ごまをかけ、出来上がり。

地
元
食
材
の
力
で
、
健
康
な
暮
ら
し
を

～
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
・

                                  

野
﨑
洋
光
講
演
会
～

　

３
月
15
日
、
今
年
度
２
回
目

と
な
る
国
見
町
主
催
の
「
国
見

の
お
い
し
い
レ
シ
ピ
・
コ
ン
テ

ス
ト
」
と
「
野
﨑
洋
光
講
演
会
」

が
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

野
﨑
さ
ん
は
古
殿
町
出
身

で
、
東
京
・
南
麻
布
で
日
本
料

理
店
「
分
と
く
山
」
を
開
く
一

方
、
ア
テ
ネ
五
輪
で
は
日
本
代

表
野
球
チ
ー
ム
長
嶋
監
督
の
強

い
要
望
で
総
料
理
長
を
務
め
た

方
で
す
。

　

午
前
中
に
行
わ
れ
た
「
国
見

の
お
い
し
い
レ
シ
ピ
・
コ
ン
テ

ス
ト
」
は
、
野
﨑
さ
ん
が
審
査

委
員
長
。「
噛
む
」
を
テ
ー
マ

に
募
集
し
た
と
こ
ろ
31
点
の
応

募
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
書
類
審

査
を
通
過
し
た
４
作
品
に
つ
い

て
、
実
技
と
試
食
に
よ
る
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

大
根
、
人
参
、
ご
ぼ
う
を
使
っ

て「
根
菜
か
り
ん
と
う
」を
作
っ

た
樋
口
な
る
み
さ
ん
（
桜
の
聖

母
短
期
大
学
）
の
レ
シ
ピ
が
金

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

講
評
で
野
﨑
さ
ん
は
「
今
日

の
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
品
さ
れ
た

料
理
は
、
地
元
の
食
材
に
若
者

た
ち
の
若
々
し
い
発
想
を
加
え

た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
プ
ロ
の

技
が
加
わ
る
と
「
商
品
」
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も

地
域
の
食
材
が
持
つ
大
き
な
力

を
知
り
、
見
直
し
、
地
元
の
人

た
ち
が
食
べ
る
こ
と
が
大
事
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
金
賞
以
外
の
結
果
は

レシピコンテストに参加されたみなさん

野﨑先生による調理指導

薯蕷羹
　
　長芋　300g、昆布だし 150cc、粉ゼラチン 10g、
　塩     2g、しょう油  小さじ１/2
　a( 出汁 60cc、しょう油 10cc、味醂 10cc)
　水溶き片栗粉　少々、針海苔　適量、
　さんしょう　適量、昆布だし（水　150㏄、昆布　
4㎝角× 1 枚）

①長芋は皮をむき、2/3 は包丁で細かく叩く。残り
　1/3 はおろし金ですりおろす。両者を混ぜ合わせ
　ておく。
②昆布だし、塩、しょう油を鍋に入れ、一煮立ちし
　たら火をとめ、水でふやかしておいた粉ゼラチン
　を加える。
③②が人肌まで冷めたら、①を混ぜ合せ、流し缶に
　流し入れ、冷蔵庫で冷やし固める。
④ (a) を合わせて火にかけ、水溶き片栗粉を入れて
　少しとろみを付ける。
⑤③の薯蕷羹を型から出して適当な大きさに切り、
　器に盛る。④を上から
かけ、針海苔とさんしょ
うをのせる。
※ a の出汁
　水 1ℓに対し、昆布
　5g+ かつお節 10g の
　ものを 60cc 使用します。　

小松菜とあんぽ柿の白あえ
  小松菜　 2 束、薄揚げ　1 枚、あんぽ柿　1 個
  a( 水　200cc、しょう油　10cc、酒　5cc）
  白あえ衣（もめん豆腐　1/2 丁、
  ｂ = 砂糖　大さじ 1/2、しょう油　小さじ 2、
  あたり（練り）ごま　30g）

①豆腐はよく水切りをし、すり鉢に入れ、(b）を
　加えて、よく混ぜ合わせる。
②薄揚げは、サッと湯に通し水気を絞り、縦半分
　に切り、0.5㎝幅に切る。鍋に (a) を入れて火に
　かけ、薄揚げを軽く煮て、冷ましておく。
③小松菜は、サッと茹でて氷水にとり、水気を
　絞って 3.5㎝に切り、1.5％の塩水に 15 分ほど
　浸す。
④あんぽ柿は縦半分に切り、種を取り除き、1㎝

× 3.5㎝に切り揃え
る。
⑤②、③の水気を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絞り、横並びに
揃えるように盛
り付け、①の白

　　　　　　　　　　　　　 あえ衣をかける。

野﨑先生の国見の食材を使った

美味しいレシピ

次
の
と
お
り
。
▼
銀
賞　
「
大

根
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
ロ
ー
ル
」
中

善
寺
未
知
（
桜
の
聖
母
短
期
大

学
）
▼
銅
賞　
「
和
風
グ
ラ
タ

ン
」
酒
井
咲
暮
（
桜
の
聖
母
短

期
大
学
）、「
ゴ
ボ
ウ
と
コ
ン

ニ
ャ
ク
合
わ
せ
」
と
「
た
く
あ

ん
の
ス
ル
メ
炒
め
」
遠
藤
恵
美

（
国
見
町
）　

　

・　
　

・　
　

・

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
講
演
会

で
野
﨑
さ
ん
は
「
昔
、
五
里

（
約
20
㎞
）
圏
内
で
作
ら
れ
た

食
材
を
食
べ
て
い
れ
ば
健
康
に

暮
ら
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。『
身し

ん
ど
ふ
じ

土
不
二
』
と
い
う
言

葉
で
今
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

地
元
の
素
材
の
力
と
先
人
た
ち

の
知
恵
を
い
た
だ
い
て
健
康
に

な
り
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し

た
。
講
演
会
の
後
半
で
は
、
野

﨑
さ
ん
が
国
見
町
産
の
長
芋
で

「
薯し

ょ
よ
か
ん

蕷
羹
」、
白
菜
で
「
鮭
の
白

菜
巻
き
」、「
小
松
菜
と
あ
ん
ぽ

柿
の
白
あ
え
」
の
３
品
を
調
理

し
、
参
加
者
全
員
で
味
わ
い
ま

し
た
。

左手にある食べ物が・・こんな料理に大変身
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く
に
み
で
春
を
見
て
、
聴
い
て
、
味
わ
っ
て

く
に
み
し
ゅ
ら
ん
　
開
幕

　

4
月
18
日
か
ら
19
日
に
か
け

て
、
国
見
町
の
「
き
ら
き
ら
な

宝
も
の
」
を
素
材
に
し
た
バ
ス

ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
国
見
町
が
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
女

性
１
０
０
人
国
見
町
応
援
団
ツ

ア
ー
」
や
「
あ
ん
ぽ
柿
づ
く
り

体
験
ツ
ア
ー
」、「
東
京
く
に
み

会
」
な
ど
の
参
加
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
「
国
見
の
春
を
体
験
し

た
い
」
と
い
う
声
を
受
け
て
、

4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
展
開

さ
れ
る
「
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、

国
見
町
合
併
60
周
年
、
歴
史
ま

ち
づ
く
り
計
画
認
定
の
3
つ
を

併
せ
た
記
念
事
業
と
し
て
国
見

町
が
企
画
し
、
3
回
に
分
け
て

実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　　

・　
　

・　
　

・

1
日
目

　

福
島
駅
に
到
着
し
た
参
加
者

の
み
な
さ
ん
は
、
花
見
山
公
園

へ
。
ハ
ナ
モ
モ
、
ユ
キ
ヤ
ナ

ギ
、
ボ
ケ
、
レ
ン
ギ
ョ
ウ
な
ど

が
咲
き
誇
る
中
を
散
策
し
、
ふ

く
し
ま
の
桃
源
郷
を
体
感
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
国
見
町
を
紹
介
す
る
Ｄ

Ⅴ
Ｄ
を
見
な
が
ら
小
休
止
。

　

夜
は
、
奥
山
邸
で
の
デ
ィ

ナ
ー
。
当
主
の
奥
山
ト
キ
子
さ

ん
が
奥
山
家
の
歴
史
を
説
明
、

ホ
ス
ト
役
の
太
田
久
雄
町
長
が

「
一
度
に
お
招
き
で
き
る
お
客

様
は
少
人
数
で
す
が
、
こ
れ
が

国
見
型
の
観
光
事
業
で
す
。
ど

う
ぞ
、
ふ
く
し
ま
国
見
の
春
を

満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
あ

い
さ
つ
。
ピ
ー
チ
ワ
イ
ン
で
乾

杯
し
、食
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

福
島
産
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ

た
シ
ェ
フ
が
作
り
出
す
イ
タ
リ

ア
料
理
は
7
品
。
ま
た
、
料
理

の
終
盤
に
は
、
フ
ル
ー
ト
と
ギ

タ
ー
の
生
演
奏
も
加
わ
り
奥
山

邸
の
洋
館
に
幸
せ
な
時
間
が
流

れ
ま
し
た
。

　
　

2
日
目

　

ま
ず
は
じ
め
に
参
加
者
の
み

な
さ
ん
が
向
か
っ
た
の
は
、
満

開
の
花
を
つ
け
た
モ
モ
畑
。
摘

花
の
作
業
体
験
で
す
。
農
家
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
の
作
業
に

興
味
津
々
。
作
業
が
一
段
落
し

た
後
は
農
家
と
懇
談
。

　

農
作
業
体
験
の
次
は
、
内
谷

春
日
神
社
で
太
々
神
楽
の
鑑
賞

で
す
。
社
殿
内
に
設
け
ら
れ
た

観
覧
席
に
通
さ
れ
た
参
加
者
の

み
な
さ
ん
は
、
神
楽
舞
を
見
な

が
ら
氏
子
の
世
話
役
か
ら
神
楽

の
説
明
を
聞
い
た
り
、
地
区
の

女
性
た
ち
の
手
料
理
に
舌
鼓
を

打
っ
た
り
し
な
が
ら
、
国
見
の

伝
統
文
化
と
郷
土
料
理
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
は
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
の
茶
室
で
、
抹
茶
に

よ
る
交
流
会
。
太
田
久
雄
町
長

と
の
懇
談
の
後
、
松
風
会
（
古

川
キ
ミ
代
表
）
の
心
づ
く
し
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　大変お世話になりました。ありがとうございました。
町に住む方々、太田町長、職員のみなさんの力と町に
対する愛情を感じました。
心新たに、国見町を連呼し、
応援したいと思います。
　また、お会いできることを
楽しみにしています。

国見町を応援します

　東京都品川区　松田陽子

「くにみしゅらん」とは…
フランスのタイヤメーカー、ミシュラン社
は、レストランを星の数で評価するミシュ
ランガイドを発行しています。
　国見町の 3 つ星のツアーとして「くにみ」
と「ミシュラン」をかけて「くにみしゅらん」
としました。
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さ
く
ら
ん
ぼ
、
里
山
、
手
づ
く
り
料
理
…

上
質
な
「
く
に
み
し
ゅ
ら
ん
」

国
見
型
の
観
光
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
「
く
に
み
し
ゅ
ら

ん
」。
最
終
回
は
貝
田
地
区
。
6
月
20
日
か
ら
21
日
ま
で
の
2

日
間
を
紹
介
し
ま
す
。

　

国
見
町
に
到
着
し
た
17
人
は

新
庁
舎
を
見
学
。
そ
の
後
、
旧

佐
藤
家
住
宅
で
内
谷
春
日
神
社

「
太
々
神
楽
」
を
鑑
賞
。
引
き

続
き
行
わ
れ
た
歓
迎
式
で
は
、

太
田
町
長
が
「
国
見
町
は
オ
ー

ル
国
見
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
夜
は
、
奥
山
邸
で
の

デ
ィ
ナ
ー
。
当
主
の
奥
山
ト
キ

子
さ
ん
が
奥
山
家
の
歴
史
を
、

食
材
を
提
供
し
た
八
巻
忠
一
さ

ん
が
国
見
産
の
野
菜
の
お
い
し

さ
を
説
明
。
山
際
博
美
シ
ェ
フ

の
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
2
人
の
ギ

タ
リ
ス
ト
の
演
奏
が
加
わ
り
、

奥
山
邸
に
上
質
な
時
間
が
流
れ

ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
貝
田
の
高
橋
一

吉
さ
ん
の
ブ
ド
ウ
畑
で
摘
粒
作

業
体
験
か
ら
。「
み
な
さ
ん
が

摘
粒
し
た
ブ
ド
ウ
は
そ
れ
ぞ
れ

に
送
り
ま
す
」
と
。
作
業
の
後

は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
摘
み
を
し
な

が
ら
高
橋
さ
ん
一
家
と
懇
談
。

昼
食
は
、
築
90
年
の
佐
藤
秀
昭

さ
ん
宅
で
。
漆
器
に
盛
ら
れ
た

貝
田
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
手
づ

く
り
郷
土
料
理
。
阿
部
初
男
町

内
会
長
も
交
え
、
賑
や
か
な
交

流
に
。

　

最
後
は
、貝
田
の
里
山
散
策
。

貝
田
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
高

橋
正
志
会
長
）が
杉
林
を
案
内
。

佐
藤
奈
美
子
さ
ん
の
オ
カ
リ
ナ

演
奏
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

「
心
」
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
お
会
い
し
た
す
べ
て
の
方
々
の「
心
」

を
し
っ
か
り
と
胸
に
留
め
て
、
国
見
へ

の
思
い
を
形
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

　
　
　
　
　
　
　
品
川
区
　
中
川
佳
美

１ 日目

　２日目はモモの摘果作業から。初めて
の作業に興味津々。作業が一段落した後

は、畑で農家と懇談。国見の農業について理解を深め
ました。
　農業体験の後は、小坂くらし館で昼食。小坂地区の
女性による手工芸品に囲まれながら、婦人会の斎藤洋
子さんらの心づくしを味わい、交流の輪を広げました。
　最後は、桐目木山散策。共同山組合長鴨田清一さん
の説明を聞きながら、山のすばらしさを体感しました。

　たくさんの方たちの歓迎をいただきまし
た。そして、太田町長が「私たちには、心が
あります」とおっしゃったとおり、本当に「心」
をいただきました。ありがとうございました。
これを機会に応援したいと思います。
　　　　　　　　　　さいたま市　吉田良子

国見町を応援します

　5 月 23 日と 24 日、ふくしまデスティネーショ
ンキャンペーン、国見町合併 60 周年、歴史ま
ちづくり計画認定の 3 つを併せた記念事業「く
にみしゅらん」の 2 回目を行いました。参加者は、
ひと、歴史、農業、食べ物、風景…を直接肌で
感じて、国見を満喫しました。

　参加した 10 人の女性を最初
に歓迎したのは、内谷太々神

楽の舞。江戸時代中期の旧佐藤家住宅で、130
年の歴史の舞を体感しました。その後、太田町
長の歓迎と町の復旧・復興の取り組みについて
説明を聞き、新庁舎を見学。
　そして、奥山邸でのディナー。シェフは農林
水産省が認定した「地産地消の仕事人」山際博
美さん。当主奥山トキ子さんのあいさつの後、
バイオリンとギターの演奏を聴きながら、国見
産の野菜をふんだんに使ったフランス料理を堪
能しました。

新緑のふくのしま。
　３ツ星のおもてなし

くにみしゅらん

２ 日目
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国
見
町
と
連
携
協
定
を
結
ん

で
い
る
桜
の
聖
母
短
期
大
学

は
、
モ
モ
の
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

短
大
生
は
、
春
か
ら
桃
農
家

を
訪
ね
、
モ
モ
生
産
の
苦
労
を

聞
き
取
り
し
た
り
、
花
摘
み
や

摘
果
の
作
業
を
体
験
し
た
り
し

て
き
ま
し
た
。
モ
モ
の
基
礎
的

な
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
5
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
考
案

し
た
作
品
は
、
モ
モ
の
大
福
、

プ
リ
ン
、
タ
ル
ト
、
サ
ブ
レ
、

パ
イ
の
5
品
。

　

7
月
31
日
は
、
40
人
の
短
大

生
が
く
に
み
幼
稚
園
を
訪
ね
、

預
か
り
保
育
の
園
児
た
ち
に
試

作
品
の
発
表
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

園
児
た
ち
は
、
5
つ
の
ス

イ
ー
ツ
ご
と
に
短
大
生
の
説
明

を
聞
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
試
食
。

そ
の
後
、
園
児
た
ち
一
人
一
人

が
、
お
い
し
か
っ
た
作
品
に
点

数
を
入
れ
ま
し
た
。
園
児
た
ち

の
一
番
の
お
気
に
入
り
は
モ
モ

の
大
福
「
も
も
ふ
く
」
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ス
イ
ー
ツ
は
、
道

の
駅
の
開
業
に
向
け
て
、
専
門

家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
国

見
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
が
商

品
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

桃農家と子どもたちへ　　
　学生たちが、国見のモモ農家と試

食する園児を思い浮かべ、試行錯誤

しながら作ったスイーツです。学生

たちは、試食する園児たちの素直な

意見を今後の授業に役立てることと

します。
桜の聖母短大　池田洋子　教授

桃のスイーツに期待
　桜の聖母短大の学生たちが考

えてくれたモモスイーツは、大き

な可能性を持っています。今後は、

短大、町、まちづくり会社そして

専門家が連携して、商品化を図っ

ていきたいと思います。
国見町長　太田久雄

いかがですか？　私たちのモモのスイーツ

～町のおいしいモモで

　　桜の聖母短大の女子たちが考えた

　　　　    　　『モモスイーツ発表会』～

子どもたちのお気に入りは…
　　　　　　　　「ももふく」

　考案

　　スイーツ

国
見
の
モ
モ
で

～
国
見
町
＆
桜
の
聖
母
短
大　

　
　

食
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

お
い
し
い
ス
イ
ー
ツ
作
り
ま
す
！

　
町
と
域
学
連
携
協
定
を
結
ん

で
い
る
桜
の
聖
母
短
期
大
学

が
、
国
見
特
産
の
モ
モ
で
子
ど

も
向
け
の
ス
イ
ー
ツ
を
作
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

5
月
16
日
、
地
域
食
生
活
論

を
専
攻
す
る
40
名
の
学
生
が
、

ス
イ
ー
ツ
作
り
の
ヒ
ン
ト
を
得

よ
う
と
町
内
で
現
場
学
習
会
を

行
い
ま
し
た
。
阿
津
賀
志
山
防

塁
、
奥
山
邸
を
見
学
し
な
が
ら

国
見
町
の
歴
史
を
学
ん
だ
り
、

青
年
モ
モ
農
家
を
訪
ね
、
国
見

の
モ
モ
の
特
徴
、
モ
モ
づ
く
り

に
か
け
る
農
家
の
思
い
を
聞
い

た
り
し
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
5
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
レ
シ
ピ
を
考
案

し
、
試
作
を
重
ね
、
7
月
末
に

町
内
の
子
ど
も
た
ち
の
代
表
に

試
食
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
試
食

会
で
好
評
な
ス
イ
ー
ツ
の
道
の

駅
で
の
販
売
を
目
指
し
ま
す
。

桜の聖母短大　
　池田洋子　教授

竹田早織さん

　みなさんとても優しく、分か

りやすく教えてくださり、楽しく

たくさんの場所を回れました。ま

た国見町に来たいと思ったので、

その気持ちを多くの人に伝えられ

るようなスイーツを考案したいで

す。　　　　思いを込めた
　　　　　スイーツを

　奥山邸に縁起物の松竹梅、鶴亀、

七福神があったり、防塁の角度が

意外と急だったり、うまく摘果で

きなかったり、知らないことが多

く、興味深かったです。道の駅の

場所も知ることができ、良かった

です。

初めて知る喜び

　奥山邸に飾ってあった幕末時

代の花嫁衣裳は、保存状態が良く

とてもきれいでした。農家では、

普段体験できないことを体験しま

した。農家の思いを聞き、それを

伝えられるようなスイーツ作りを

頑張りたいです。

農家の思いを伝える

樋口なるみさん 酒井咲暮さん

農業体験をする聖母短大のみなさん

商品開発目指して
　畑から食卓まで考えられる栄養士を養成している
本学としては、農を中心とした豊かな国見町と連携
し、実際の活動の場がいただけることは本当にあり
がたいです。
　農家との交流を通して、町と大学が連携しながら
道の駅で販売する商品の開発ができれば地域貢献に
もなります。学生と一緒にがんばります。
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ま
た
一
つ　

国
見
町
の
た
か
ら
も
の　

見
つ
け
た

（
仮
称
）
里
ま
ち
文
化
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
業
に
向
け
て

　
　
　
「
く
に
み
鶏
」
試
食
会

　
「（
仮
称
）
里
ま
ち
文
化
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
食
堂
等
で
、

町
な
ら
で
は
の
食
材
で
献
立
を

提
供
す
る
た
め
、
食
材
発
掘
を

行
っ
て
い
る
国
見
ま
ち
づ
く
り

株
式
会
社
（
太
田
久
雄
代
表
取

締
役
）が「（
仮
称
）く
に
み
鶏
」

の
試
食
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

く
に
み
鶏
は
、
渋
谷
育
雛
場

（
渋
谷
福
重
代
表
）
が
福
島
県

の
推
奨
鶏
「
福
島
ク
ロ
ス
ピ
ー

ブ
ラ
ウ
ン
」
と
フ
ラ
ン
ス
産
の

レ
ッ
ド
ブ
ロ
ー
を
交
配
し
て
育

成
し
た
肉
用
の
品
種
で
す
。

　

伊
達
市
内
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ

ス
ト
ラ
ン
で
行
わ
れ
た
試
食
会

に
は
、
太
田
代
表
取
締
役
、
朽

木
勝
之
出
荷
組
合
会
長
、
同
女

性
会
員
、
町
女
性
職
員
ら
が
出

席
し
、
7
つ
の
料
理
を
試
食
し

な
が
ら
意
見
を
出
し
合
い
ま
し

た
。

　
「
里
ま
ち
文
化
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
食
堂
で
取
り
入
れ
る
べ

き
」
と
の
意
見
が
大
半
を
占
め

た
ほ
か
「
加
工
品
も
良
い
と
思

う
」「
水
炊
き
、
親
子
丼
な
ど

和
食
で
も
食
べ
て
み
た
い
」「
市

販
さ
れ
て
い
る
鶏
肉
に
は
な
い

弾
力
が
あ
り
、
か
み
し
め
る
と

肉
の
う
ま
味
が
感
じ
ら
れ
る
」

と
い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
ち
づ
く
り
会
社
で
は
、
こ

れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
養
鶏
業

者
や
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
、
肉
質
の
改
良
、
生
産
体
制

や
販
売
網
の
確
立
を
進
め
、
町

の
ブ
ラ
ン
ド
鶏
と
し
て
育
成
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

試食メニュー
　むね肉のサラダ仕立て
　ささみのフリット
　自家製鶏団子の野菜スープ
　もも肉のパリパリ焼き
　スモークもも肉とカリフラワーのパスタ
　もも肉のリゾット
　手羽元と手羽先の煮込み

手羽元と手羽先の煮込み

桜の聖母短期大学
食物栄養専攻 1 年生

　　
　×貝田地区

≪プロジェクト入門編≫

　

桜
の
聖
母
短
期
大
学
は
1
月

9
日
、
貝
田
地
区
で
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、

貝
田
の
お
母
さ
ん
た
ち
と
一
緒

に
、か
ま
ど
で
炊
い
た
ご
は
ん
、

芋
が
ら
の
入
っ
た
み
そ
汁
、
い

か
に
ん
じ
ん
な
ど
の
伝
統
的
な

料
理
を
作
り
、会
食
し
ま
し
た
。

貝
田
地
区
の
『
味
』
を
楽
し
み

な
が
ら
、
調
理
や
味
付
け
の
コ

ツ
な
ど
を
聞
き
、
食
を
通
し
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
貝
田
の
町
並
み
や
あ

ん
ぽ
柿
の
加
工
も
見
学
し
ま
し

た
。
今
後
学
生
は
、
フ
ィ
ー
ル

～貝田地区の歴史と食文化を知る
フィールドワーク～

ド
ワ
ー
ク
で
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
、
町
の
特
産
品
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
や
食
育
教
材
の
開
発

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

齋藤遥菜

　貝田地区のみなさんが優しかったです。優し
さが料理の味に表れていました。町内会長の阿
部さんも気さくな人柄で、たくさん話していた
だき楽しかったです。ありがとうございました。

桜の聖母
　短期大学 1 年

さん
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国見バーガーに新作登場

　

国
見
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

（
太
田
久
雄
代
表
取
締
役
）
は

「
国
見
バ
ー
ガ
ー
」
の
新
作
を

発
表
し
10
月
4
日
、
国
見
町
役

場
前
で
行
わ
れ
た
、
く
に
み
市

場
で
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
国
見
バ
ー
ガ
ー
に
加

わ
っ
た
の
は
、
麹
と
唐
辛
子
が

た
っ
ぷ
り
入
っ
た
「
麹
な
ん
ば

ん
味
噌
」、
新
鮮
な
ト
マ
ト
と

レ
タ
ス
に
ス
パ
イ
シ
ー
な
サ
ル

サ
ソ
ー
ス
を
の
せ
た
「
ホ
ッ

ト
・
チ
リ
」、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

甘
み
と
香
り
が
際
立
つ
「
ポ
テ

ト
サ
ラ
ダ
」
の
3
品
。
新
作
発

表
会
に
来
場
し
た
県
北
中
学
校

ホット ・ チリ麹なんばん味噌 ポテトサラダ

の
生
徒
や
子
ど
も
が
試
食
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

試
食
し
た
太
田
代
表
取
締
役
は

「
3
種
類
と
も
申
し
分
な
く
お

い
し
い
で
す
。
み
な
さ
ん
、
ぜ

ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と

新
作
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

国
見
バ
ー
ガ
ー
は
こ
れ
ま
で

の「
さ
ば
の
味
噌
煮
」と「
チ
ー

ズ
入
り
チ
キ
ン
カ
ツ
」
に
新
た

な
3
品
を
加
え
て
5
種
類
と
な

り
ま
し
た
。
販
売
箇
所
は
月
、

火
曜
日
は
「
ら
い
ふ
ぴ
あ
」
駐

車
場
、
木
曜
日
か
ら
土
曜
日
は

道
の
駅
「
安
達
」
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

国見バーガー
I

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

nformationふくしまバーガーサミット連覇

町商工会青年部

　

国
見
町
商
工
会
青
年
部
は
、

「
と
っ
と
り
バ
ー
ガ
ー
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
５
」（
10
月
11
日
か

ら
12
日
）及
び「
ふ
く
し
ま
バ
ー

ガ
ー
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
５
ｉ
ｎ

桑
折
」（
10
月
18
日
）に
出
場
し
、

国
見
バ
ー
ガ
ー
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。

　
「
と
っ
と
り
バ
ー
ガ
ー
フ
ェ

ス
タ
」
は
、
鳥
取
県
大
山
町
で

行
わ
れ
た
全
国
最
大
級
の
ご
当

地
バ
ー
ガ
ー
の
祭
典
で
、
国
見

バ
ー
ガ
ー
は
東
北
地
方
か
ら
唯

一
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。「
結

果
は
目
標
と
し
て
い
た
ト
ッ
プ

とっとりバーガーフェスタ出場

10
入
り
は
果
た
せ
な
か
っ
た

が
、
東
北
か
ら
の
出
場
と
い
う

こ
と
で
注
目
を
集
め
、
地
元
新

聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
」
と

青
年
部
の
み
な
さ
ん
。

　
「
ふ
く
し
ま
バ
ー
ガ
ー
サ

ミ
ッ
ト
」
で
も
国
見
バ
ー
ガ
ー

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
結
果
は
、

昨
年
に
続
き
優
勝
。
2
連
覇
を

達
成
し
、
殿
堂
入
り
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

商
工
会
青
年
部
か
ら
報
告
を

受
け
た
太
田
久
雄
町
長
は
「
2

連
覇
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
い
つ
も
ま
ち
づ
く
り
に
協

力
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。
若
い
人
た
ち
の
力
が
ま
ち

づ
く
り
に
は
必
要
不
可
欠
。
今

後
も
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
と

5
つ
に
増
え
た
国
見
バ
ー
ガ
ー

の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

太田町長へ結果を報告する商工会青年部のみなさん
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あんぽ柿１day アカデミー開講
スイーツ王子Ｒｕｉ．による
　食の安全・安心講演会&スイーツ茶話会

　

消
費
者
行
政
活
性
化
事
業

「
と
っ
て
お
き　

あ
ん
ぽ
柿
１

ｄ
ａ
ｙ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
が
2
月

20
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
約
50
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
開
催
し
た
秋
の

国
見
町
応
援
団
ツ
ア
ー
で
応
援

団
長
を
務
め
た
ス
イ
ー
ツ
王
子

Ｒ
ｕ
ｉ
．
さ
ん
を
講
師
に
、
食

の
安
全
・
安
心
や
あ
ん
ぽ
柿
の

魅
力
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

第
1
部
で
は
「
食
の
安
全
・

安
心
」講
演
会
と
し
て
、ス
イ
ー

ツ
王
子
Ｒ
ｕ
ｉ
．
さ
ん
か
ら
安

心
し
て
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
む
コ

ツ
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

第
2
部
で
は
「
あ
ん
ぽ
柿
ス

イ
ー
ツ
茶
話
会
」
が
行
わ
れ
、

国
見
町
産
あ
ん
ぽ
柿
を
使
用
し

て
作
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
な

が
ら
、
参
加
者
同
士
意
見
交
換

し
ま
し
た
。
用
意
さ
れ
た
ス

イ
ー
ツ
は
、
ス
イ
ー
ツ
王
子
Ｒ

ｕ
ｉ
．
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

基
に
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
・
Ｌ
ａ
・

4
区
が
作
っ
た
「
あ
ん
ぽ
柿
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
」、
佐
藤
晶
子

さ
ん
（
石
母
田
）
手
作
り
の

「
あ
ん
ぽ
柿
ト
リ
ュ
フ
」、
Ｊ
Ａ

伊
達
み
ら
い
の
あ
ん
ぽ
柿
大
福

「
招
福
柿
入
れ
ど
き
」、
福
島
市

の
紅
茶
専
門
店
ア
ー
ル
・
グ
レ

イ
店
主
の
田
牧
貴
仁
さ
ん
の
あ

ん
ぽ
柿
フ
ル
ー
ツ
テ
ィ
ー
が
ふ

る
ま
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

ス
イ
ー
ツ
王
子
Ｒ
ｕ
ｉ
．
さ
ん

や
ア
ー
ル
・
グ
レ
イ
の
田
牧
さ

ん
と
交
流
し
な
が
ら
ス
イ
ー
ツ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
あ
ん
ぽ
柿

の
検
査
に
つ
い
て
学
び
、
食
の

安
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
」「
ス
イ
ー
ツ
を
ぜ
ひ
商

品
化
し
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
た

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

あんぽ柿の魅力を伝える
　スイーツ王子Ｒｕｉ．さん

あんぽ柿スイーツ
　パウンドケーキ・大福・トリュフ

　（左から）
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